
●プラスドライバー（小型）

●リーマー

●ハンダごて（コネクターを変更する場合に必要）

●はさみ

●コンディションラン モード　"Condition Run In"�
設定した電圧でモーターを回転させ、設定したコンディション(1～60)でストップします。�
この数値が少ないほどコミュテーターとブラシの状態は良好です。　

●モーターラン モード　"Motor Run In"�
設定した電圧(0.01～8.0V)でモーターを回転させるモードで、コミュテーター研磨機など
にも使用可能です。�

●オートラン モード　"AutoRun"�
最小電圧・最大電圧・時間・サイクル回数などを設定し、自動でモーターのコンディショ
ンを整えるモードです。

・回転センサー付スタンドに設置することで回転数の測定が可能。

・モーターラン モードでは測定した回転数・電圧・電流値が12回分保存できます。

●受信機

●アンプ（連続最大電流30A以上を推薦）

※受信機とアンプを選ぶときは、並べて置いた時に
　550x650x250mm以内に収まる物にしてください。�
　アンプのコネクターはバッテリーとモーターに合
　わせて変更してください。

　　　・プロレンチ 0.050（No.RC2063）
　　　・プロレンチ 1/16  （No.RC2064）
　　　・3/32インチ六角ドライバー（No.RC2065）

●2チャンネルプロポ

●バッテリー

　　　・7.2V-1100 Ni-MHバッテリー　（No.TRI30582）

●モーター

　　　・TRINITY Spyder RTR モーター（No.TRI30538）
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●周囲に人がいなくて、広い安全な場所で！

1.自動車道路では走らせない。

2.近くに小さな子供がいたり、人の多い場所では走らせない。

3.民家の近くや公園などでは走らせない。

4.室内や狭いところでは走らせない。

　※人にケガをさせる原因になります。また、物をこわしたり、

　　他人の迷惑になります。

●回転している部分に、指や物などを入れない。

高速回転しているので、ケガの原因になります。

●走行直後は、モーター。バッテリー周辺は
　高温になっているので、すぐには触らない。�

ヤケドの原因になります。

●プロポ関係の電池残量は常にチェックする。　　　　　

電池が減ってくると電波の送・受信が弱くコントロールが
できなくなり、暴走や衝突の原因になります。

●近くで無線操縦模型を楽しんでいる人がいる。

同じバンドでの同時走行はできません。電波が混信して、
コントロールができなくなり、暴走や衝突の原因になります。

●車の動きがおかしい？とき。

すぐに走行を中止しておかしい原因を調べる。原因不明の
まま走行させると、思わぬ故障や事故の原因になります。

●バッテリーを充電する時は、バッテリー及び充電器�
　の説明書をよく読んで正しく行う。

すぐに走行を中止しておかしい原因を調べる。原因不明の
まま走行させると、思わぬ故障や事故の原因になります。

●バッテリーをショートさせない。
1.分解、改造は絶対にしない。
2.コードが、回転部分に接触しないようにする。

●バッテリーには、有害重金属が使用されている。
火中に投げ入れると、破損等の原因になります。

●不要になったバッテリーは、捨てずに販売店に
　返却する。

●ラジオペンチ

●ニッパー

●カッターナイフ

●5.5mmボックスレンチ
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THE  FINEST  RADIO  CONTROL  MODELS
MONSTER HORSEPOWER MACHINE
モーターチェッカー・ダイノ・ブレークインマシーン 取扱説明書 No.TRI30009

Before use, please carefully read the explanations!
※ご使用前にこの説明書を良くお読みになり十分に理解してください。

ご使用上の注意 定格

特徴

●ワニ口クリップをショートさせないように
　注意してください。
●モーター出力端子にバッテリーを接続しな
　いでください。
●使用しない時は電源からはずしてください。
●本体を湿気から守ってください。
●直射日光があたらないようにしてください。
●電源にヒューズが使用されていることを確
　認してください。
●モーターを回転させる時は動かないように
　確実に固定してください。
●可動中はモーターを冷やしてください。

・"INPUT"から出ているコードのワニ口クリッ
プ(大きい方)を入力電源に接続します。電源に
はDC12Vの安定化電源かカー用バッテリーを使
用してください。(赤がプラス、黒がマイナス)
・回転数を測定する場合はセンサー付スタンド
から出ているコネクターを本体の左側にあるコ
ネクターに接続し、モーターのシャフトに磁石
付センサーをイモネジで取り付けた後スタンド
に固定します。この時に磁石がスタンドの四角
いボックス状のセンサー部に来るようにします。
(うまく測定できない場合は位置を変えます。)
・"MOTOR POWER"から出ているコードのワニ口
クリップ(小さい方)をモーターに接続します。
・▲▼キーでモードを選択し、"ENTER"キーを
押します。

準備と操作方法

サイズ：125x100x48.5mm�
重量：435g
入力電圧：DC11.0V～15V�
出力電圧：0.01～8.0V
出力電流：10.0A(8ターン以上)
瞬間最大電流：19.0A
対応モーター：540/280サイズ
電動ファン：温度感知作動タイプ
表示項目：電圧・消費電流・回転数・
　　　　　コンディション・時間
データメモリー数：12
逆接防止回路：有り

1.Condition Run In
2.Motor Run In

メニューページ
VOLT AMP RPM

MENU/
STOP

ENTER

1.Condition Run In
2.Motor Run In
3.Auto Run In
4.Records(メモリーを見る)
5.Delete ALL(メモリーを消す)

TIME CONDITION
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このモードは数値で示したコミュテーター
とブラシのコンディション(1-60で少ないほ
ど状態が良い)の値を設定し、その値になる
とモーターをストップさせます。
・▲▼キーを利用して電圧とコンディショ
ン値を設定します。▲キーは数値を変更し
▼キーはカーソル位置を移動させます。
・設定が終り"ENTER"キーを押すとモーター
の回転が始まり、設定したコンディション
値になるまで続きます。(モーターを回転さ
せ続ければコンディション値が下がるわけ
ではありません。自動で停止しない場合は
"STOP"キーで停止させてください。)
・他のモードに移動する場合は"MENU"キー
を押してください。

 - Condition Run IN -　コンディションラン モード

1.Condition Run In
2.Motor Run In

メニューページ
VOLT AMP RPM

MENU/
STOP

ENTER

1.Condition Run In
2.Motor Run In
3.Auto Run In
4.Records(メモリーを見る)
5.Delete ALL(メモリーを消す)

TIME CONDITION

Condition Mode
Volt:5.00 Cut:02

電圧(Volt):0.01～8.00V
コンディション(Con):1～60

カーソルの移動

MENU/
STOP

ENTER

5.00V 4.00A 8500
00:00:21    19.0°

"ENTER"キーでスタート

MENU/
STOP

ENTER

設定値で自動的にストップ�
"STOP"キーでも停止します。

このモードは設定した電圧でモーターを回
転させ、消費電流(A)･回転数(RPM)･コンディ
ションを測定し、回転数･電圧･消費電流を
メモリーに保存させます。(12回分)
・▲▼キーを利用して電圧を設定します。
▲キーは数値を変更し、▼キーはカーソル
位置を移動させます。
・設定が終り"ENTER"キーを押すとモーター
の回転が始まり、データを表示します。
・"STOP"キーを押すと停止し、記録を保存
するか確認の画面に変わります。保存する
場合は"ENTER"キーを押し、保存しない場合
は"STOP"キーを押します。保存したデータ
は後で"Records"モードにて確認できます。
・他のモードに移動する場合は"MENU"キー
を押してください。

 - Motor Run IN -　モーターラン モード

MENU/
STOP

ENTER

0.00  0.00     0
Set Voltage:5.01

電圧(Volt):0.01～8.00V

カーソルの移動

MENU/
STOP ENTER

5.00V 4.00A 8500
Save Data No.01

"ENTER"キーでスタート

MENU/
STOP

ENTER

"STOP"キーで停止､データを
保存する場合は"ENTER"で
保存しない場合は"STOP"キー

5.01V 4.00A 8500
00:00:20    19.0°

時間 コンディション

電圧 電流 回転数
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2.Motor Run In

メニューページ
VOLT AMP RPM

MENU/
STOP

ENTER

1.Condition Run In
2.Motor Run In
3.Auto Run In
4.Records
5.Delete ALL

このモードはモーターの馴らしに使用しま
す。設定した電圧で可変しモーターを回転
させます。可変する間隔や回転させる時間
も設定でき、それを何回か繰り返すことも
可能です。モーターの冷却のためにサイク
ル間の時間も設定出来ます。
・▲▼キーを利用して最小/最大電圧/間隔/
時間/サイクルの間隔/サイクル数を設定し
ます。▲キーは数値を変更し▼キーはカー
ソル位置を移動させます。
・設定が終り"ENTER"キーを押すとモーター
の回転が始まり、設定した時間とサイクル
になるまで続きます。(途中で停止させたい
場合は"STOP"キーを押してください。)
・他のモードに移動する場合は"MENU"キー
を押してください。

 - Auto Run Mode -　オートラン モード

1.Condition Run In
2.Motor Run In

メニューページ
VOLT AMP RPM

MENU/
STOP

ENTER

1.Condition Run In
2.Motor Run In
3.Auto Run In
4.Records(メモリーを見る)
5.Delete ALL(メモリーを消す)

TIME CONDITION

L:1.0 H:6.0 PL:2
T:05m D:02m C:05

"L":最小電圧(0-8.00V)
"H":最大電圧(0-8.00V)
"PL":L～Hの間隔(1-5)
"T":時間(1-99分)
"D":サイクルの間隔(1-99)
"C":サイクル回数(1-99)

カーソルの移動

MENU/
STOP

ENTER

5.00V 4.00A 8500
00:00:21 Cyc.:05

"ENTER"キーでスタート

MENU/
STOP

ENTER

設定値で自動的にストップ�
"STOP"キーでも停止します。

このモードは"Motor Run In"モードで保存
したデータを呼び出します。
・▲▼キーを利用してメモリーの表示を切
り替えます。
・他のモードに移動する場合は"MENU"キー
を押してください。

 - Records -　レコード モード

MENU/
STOP

ENTER

01. RPM:12500
    5.00V  4.00A 

▲▼でメモリーの切り替え
02. RPM:04200
    3.00V  2.50A 

電圧 電流

メモリー番号 回転数

L:1.0 H:6.0 PL:2
T:05m D:02m C:05

メモリーを選ぶ(1-12)

このモードは"Motor Run In"モードで保存
したデータを削除します。
・消去するなら"ENTER"キーを押す。
（消去を中止する場合は"MENU"キー）
・他のモードに移動する場合は"MENU"キー
を押してください。

 - Delete ALL -　デリート モード

MENU/
STOP

ENTER

Delete
ALL Data? 

"ノー"ならば"MENU"
    DELETE!!
   DATA RECORD 

記録を削除しますか?
"イエス"ならば"ENTER"

Printed in Japan.
メーカー指定の純正部品を使用して

安全にR/Cを楽しみましょう。

KYOSHO 2005Ｃ〒243-0034　神奈川県厚木市船子153　●ユーザー相談室直通：TEL.046-229-4115�
※相談室へのお問い合わせは：月曜～金曜（祝祭日を除く）10:00～18:00
※製品改良のため、予告なく使用を変更する場合があります。
SPECIFICATIONS ARE SUBJECT TO CHANGE WITHOUT NOTICE.

京商株式会社

MENU/
STOP

ENTER


